入札に係る申渡し事項
１　入札談合に関する情報の取り扱い

　①　阿賀野市が発注する工事等の入札執行にあたり､入札談合に関する情報が新聞や雑誌等などに掲載され､又は談合情報を通報された場合､「阿賀野市談合情報対応事務処理要領（平成16年訓令第78号）」に基づく事情聴取等の状況に応じて入札を無効とするなど､厳しく対処いたします。

　②　入札指名を受けた業者間または事業者団体において、当該入札の指名に係る報告や情報交換が行われたと認められる場合、独占禁止法に違反するおそれがあります。

よって当該工事等の入札にあたっては､第三者から見て疑惑を抱かせるような行動や言動は厳に慎み､公明な入札を念頭に参加されるよう要望いたします。

　

２　建設業退職金共済制度の取り扱い

　阿賀野市が発注する工事では、当該制度の共済証紙の購入費用が工事積算価格の中に含まれております。よって､５００万円以上の工事を落札した指名業者にあっては､工事の完了届を提出する際､共済証紙の購入を金融機関が証明する発注者掛金収納書を添付してください。また､添付できない場合はその理由書を添付してください。

　以上､各社にあっては厳正に対処してくださるよう申し渡しいたします。
阿賀野市長　　
